
令和元年度 第９回板倉区地域協議会 次第 

 

                      日 時：令和元年９月１８日（水） 

                          午後６時００分から 

                      場 所：板倉コミュニティプラザ 

                          ２０１・２０２会議室 

１ 開  会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 所長あいさつ 

 

 

４ 協議 

（１）地域協議会委員視察研修について 

 

 

（２）その他 

 

 

５ その他 

 

 

 

６ 閉  会 

  ・次回  月 日（ ）午後６時～ 第 10回板倉区地域協議会 

板倉コミュニティプラザ ２０１・２０２会議室 



令和元年度板倉区地域協議会 視察研修計画（案） 

テ ー マ 廃校の利活用について 

日 程 令和元年 11月 14日（木）10:00～16:40 

参 加 者 板倉区地域協議会 17名（委員 14名、随行職員 3名） 

研修概要 

【目的】 

 令和 3 年 4 月に板倉区内の針小学校、宮嶋小学校及び山部小学校が

統合し、針小学校舎が新たに板倉小学校として設置されることから、民

間企業のノウハウを活かしてリノベーション・管理運営委託している三

条市の旧小学校を視察し、小学校統合後の校舎の活用方法の参考とす

る。 

(1) ものづくり学校の取組について 

(2) ものづくり学校の見学 

行 程 

10:00 板倉コミュニティプラザ集合、出発（マイクロバスで移動） 

↓ 

11:40 三条市着 

  昼食（三条市内） 

↓ 

13:00 ものづくり学校着（三条市桜木町 12−38） 

    ものづくり学校の説明 

  ものづくり学校見学 

 ↓ 

15:00 ものづくり学校発 

↓ 

16:40 板倉コミュニティプラザ到着、解散 
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今号の話題 

◆板倉区の小学校の統合について 

◆令和元年度地域活動支援事業追加募集

の審査結果について 

◆地域協議会の動き 

◆４区地域協議会委員合同研修会につ

いて 

「
板
倉
区
の
小
学
校
の
在
り
方
」
に
つ
い

て
は
、
地
域
協
議
会
が
平
成
24
年
度
及

び
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
地
区
別
意

見
交
換
会
の
中
か
ら
、
板
倉
区
全
域
に
共

通
す
る
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
か
ら
継
続
し
て
委
員
全
体

で
協
議
し
、
平
成
30
年
３
月
28
日
付
で

上
越
市
長
に
対
し
、
「
子
ど
も
達
が
よ
り

良
い
教
育
環
境
で
学
べ
る
よ
う
、
豊
原
小

学
校
は
現
状
の
ま
ま
と
し
、
針
小
学
校
、

宮
嶋
小
学
校
、
山
部
小
学
校
の
３
校
を
早

期
に
統
合
す
る
」
と
い
う
板
倉
区
の
小
学

校
の
在
り
方
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
い

た
し
ま
し
た
。 

地
域
協
議
会
か
ら
の
意
見
を
受
け
、
教

育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
の
統
合
に
向
け
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
へ
の
説
明
等
を
行

い
、
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
地
域
の
合
意
を
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
令
和
元
年
８
月
１
日
付
で
「
諮
問
第 

１
２
０
号 

板
倉
区
の
小
学
校
の
統
合
に

つ
い
て
」
と
し
て
、
教
育
委
員
会
か
ら
地
域

協
議
会
に
対
し
て
諮
問
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
21
日
の
第
８
回
板
倉
区
地
域
協
議

会
に
お
い
て
、
諮
問
に
つ
い
て
協
議
し
、
８

月
22
日
付
で
「
地
域
住
民
の
生
活
に
支
障

は
な
い
」
も
の
と
し
て
答
申
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
保
護
者
、
学
校
、
地
域
な
ど
で

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
話
し
合
う
組
織

を
つ
く
り
、
校
歌
や
通
学
方
法
、
学
校
行
事

な
ど
、
令
和
３
年
４
月
の
統
合
に
向
け
た

準
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。 

板
倉
区
の
小
学
校
の
統
合
に

つ
い
て 

諮 問 内 容  

 

現況 諮問内容 

１ 設置 

  学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第３８条

及び第４９条の規定に基づき、上越市立小学校を設

置する。 

 ２ 学校の名称及び位置 

 
  
  

学校名 位 置 

針小学校 上越市板倉区針１１２９番地 

宮嶋小学校 上越市板倉区宮島１８０番地 

山部小学校 上越市板倉区山部２５３番地 

 次のとおり、学校を廃止し、統合校を設置する。 

 １ 廃止する学校 

 ⑴ 学校の名称及び位置 

 
  ⑵ 廃止予定日  令和３年３月３１日 

 ２ 設置する学校 

 ⑴ 学校の名称及び位置 

 
  備考 廃止する針小学校の校舎を使用する。 

  ⑵ 設置予定日  令和３年４月１日 

（参考）豊原小学校については、今後の統合を見据え、保護

者等との検討を継続するとともに、板倉小学校との合同授

業等を通じた交流を促進し、一体感の更なる醸成を図る。 

学校名 位 置 

針小学校 上越市板倉区針１１２９番地 

宮嶋小学校 上越市板倉区宮島１８０番地 

山部小学校 上越市板倉区山部２５３番地 

学校名 位 置 

板倉小学校 上越市板倉区針１１２９番地 

○
小
学
校
の
統
合
に
向
け
た 

 

こ
れ
ま
で
の
動
き 
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        令和元年度地域活動支援事業追加募集の審査結果について     (単位:千円) 

 

事業名 団体名 
(事業費) 

採択額 事業内容 

「ゑしんの里いたくら歴

史散歩」改訂版増刷およ

び、地元の歴史・伝承普

及活動事業 

板倉郷土史愛好会 
619 

(620) 

619 

 

「ゑしんの里歴史散歩」改訂版を増刷すること
でさらに普及させ、ゑしんの里いたくらの歴
史、文化遺産等の魅力を、より広く発信する。
また、地元小中学校及び高校で、郷土の歴史・
文化・先人の遺した遺産を座学に加え実際に現
地で学んでもらい、郷土を深く理解し、郷土
愛・郷土への誇りを育成する。 

旧根越地区史跡文化継承

による内外交流活性化事

業 

宮島地区連絡協議

会 

931 

(932) 

931 

 

板倉区宮島地区内の埋もれた文化遺跡に道標・
看板を設置し、根越お宝めぐりマップを制作す
ることで広く周知する。また、文化講演会やお
宝めぐりウォーキングツアーを実施し、文化遺
産の魅力を発信する。 

健康ウォークで体力づく

り及び山寺三千坊の観光

開発に係る事業 

丈ヶ山ファンクラ

ブ 

400 

(405) 

400 

 

丈ヶ山登山道を、どの世代にも登ることのでき
る安全なコースとして整備し、歴史、文化、景
観、健康増進の地としてPRを行う。 

地域の主要な事業の広告

板設置と無料そば打ち体

験教室の開催事業 

どうがたの郷特産

物生産組合 

540 

(614) 

540 

 

そば打ち体験を通して区内外から多くの人に訪
れてもらい板倉区のそばと併せて筒方地区で
行っている事業の周知、アピールを行う。 

箕冠城址公園観光・美化

事業 

山部地区連絡協議

会 

257 

(258) 

143 

 

看板の設置や情報機関を利用することで、ツツ
ジの植栽活動や箕冠城址公園を観光客や地域住
民にアピールする。 

板倉区寺野地区へようこ

そ事業 
でん地域研究所 

830 

(855) 

0 

 

ランプの里の整備、ワークショップを区内外の
人と共同で行うことによって、地域の魅力を発
信する。 

合 計 
3,577 

(3,684) 

2,633 

 
 

《
編
集
後
記
》 

 

平
成
22
年
に
宮
嶋
小
学
校
で
複
式
授
業
が
開

始
さ
れ
た
時
点
か
ら
問
題
が
提
起
さ
れ
、
そ
の

後
は
、
平
成
24
年
か
ら
板
倉
区
全
体
に
小
学
校

統
合
の
機
運
が
徐
々
に
広
が
り
、
足
か
け
10
年

の
令
和
元
年
に
よ
う
や
く
、
針
小
・
宮
嶋
小
・

山
部
小
の
３
校
統
合
の
諮
問
・
答
申
が
実
現
い

た
し
ま
し
た
。 

 

歴
史
を
改
革
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
素
晴
ら
し

い
統
合
校
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
お
知
恵
を

地
域
協
議
会
委
員
に
ぜ
ひ
お
貸
し
く
だ
さ
い
。 

(

編
集
委
員 

古
海 

誠
一) 

《
地
域
協
議
会
の
動
き
》 

▼
６
月
19
日 

第
４
回
地
域
協
議
会

（
板
倉
区
の
小
学
校
の
統
合
に
つ
い

て 

ほ
か
） 

▼
６
月
29
日 

４
区
合
地
域
協
議
会

委
員
合
同
研
修
会
（
会
場
…
牧
区
新

柳
、
講
師
…
上
南
地
区
地
域
づ
く
り

協
議
会 

伊
藤 

幸
雄
会
長
、
参
加

者
…
50
人
） 

▼
７
月
18
日 

地
域
協
議
会
第
３
回

勉
強
会
（
地
域
活
動
支
援
事
業
追
加

募
集
の
現
地
確
認
に
つ
い
て
） 

▼
７
月
18
日 

第
５
回
地
域
協
議
会

（
地
域
活
動
支
援
事
業
追
加
募
集
の

ヒ
ア
リ
ン
グ 

ほ
か
） 

▼
７
月
24
日 

第
６
回
地
域
協
議
会

（
地
域
活
動
支
援
事
業
追
加
募
集
の

審
査 

ほ
か
） 

▼
７
月
30
日 

第
７
回
地
域
協
議
会

（
板
倉
区
の
小
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
） 

▼
８
月
５
日 

産
業
建
設
部
会
（
自
主

的
審
議
事
項
に
つ
い
て
） 

▼
８
月
20
日 

地
域
活
動
支
援
事
業

審
査
基
準
検
討
部
会
（
令
和
元
年
度

地
域
活
動
支
援
事
業
の
検
証
に
つ
い

て
） 

▼
８
月
21
日 

第
８
回
地
域
協
議
会

（
諮
問
第
１
２
０
号 

板
倉
区
の
小

学
校
の
統
合
に
つ
い
て 

ほ
か
） 

▼
９
月
18
日 

第
９
回
地
域
協
議
会

（
地
域
協
議
会
委
員
視
察
研
修
に
つ

い
て 

ほ
か
） 

※地域協議会委員の採点による得点が上位の事業から追加募集額の263万3千円の範囲で採択すべき事業を選定し、その際に事業費の

内訳を精査して適正な助成額を決定しました。（上記の表は得点順に並んでいます。） 

 

令
和
元
年
年
６
月
29
日
に
、
牧
区･

中
郷
区･

板
倉
区･

清
里
区
地
域
協
議
会
委
員
合
同
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
牧
区
、

中
郷
区
、
清
里
区
、
板
倉
区
の
地
域
協
議
会
委

員
が
一
堂
に
会
し
、
４
区
に
共
通
す
る
テ
ー
マ

の
研
修
を
行
う
ほ
か
、
日
頃
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
情
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
委
員
の
資

質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
牧
区
の
割
烹
新
柳
を
会
場
に
４

区
の
地
域
協
議
会
委
員
や
事
務
局
50
人
が
参
加

し
、
糸
魚
川
市
の
上
南
地
区
地
域
づ
く
り
協
議

会
の
伊
藤
幸
雄
会
長
か
ら
『
資
源
と
人
材
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
』
と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
活
発

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
研
修

会
が
終
了
し
ま
し
た
。 

４
区
地
域
協
議
会
委
員
合
同
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た 


